
ジョージ・エリオットの『ロモラ』と

ルネッサンスの絵画

津田聖子

7 ロモラ~ CRomola)は， 1492年 4月 9日，ルネッサンスの擁護者ロレンツォー・メディチ・

イノレ・マニフィコく豪華王〉の死から， 1498年 5月23百，メディチ家を戴くフィレンツェ市民

の虚飾を吉鋒鋭く糾弾した，サンマノレコ修道院長サボナローラの火刑に到るまでのフィレン

ツェを舞台にした歴史小説である。

エザオットは序章で， I人間の運命は，大きく見れば同じものだと痛感する。人生の大きな表

題一凱餓と労働，種蒔きと収護，愛と死一ーは決して変わらない。コロンブスの時代から輪

郭はそのまま，人類の流転の中で誌とんど何の変化も被らずにいるこの町は，われわれ現代人

と過去の人間とは，相違よりも共通点のほうが多いことを銘記させる象徴のようなものであ

るj とのべている。 FロモラJ執筆当時から130年経過した今なお，往時の姿をとどめるフィレ

ンツェは，われわれがエリオットと同時点に立ち，人間存在の普遍性を追認することができる

希有な都市といえよう。

1860年 3月，エリオットは TheMill on the Floss執筆後ノレイスとともにイタリアに旅立っ

たが，わけでもフィレンツェに強い感銘を受けたようである。サヴォナローラの殉教をガイド

ブックで読んでいたノレイスが， I彼の生きた人生や時代が歴史小説のすばらしい題材になると

重感して，彼女に勧めたところ直ちに乗り気になった。彼女の研究にふさわしい，共惑を呼ぶ

テーマとなるだろうj と考えたのである九早速2人は，必要な資料や情報を求めて，マヲア

ベッキア図書室官，ヴェッキオ宮量生や，サヴォナローラの生地フェララへと足をのばした。こう

して，エリオットは前期小説の舞台である故郷の臣園地帯を離れて，新しい世界に飛び込むこ

とになった。彼女は小説を書き始めて 3年で， 3つの短編を集めた Scenes0] Clerical Li]e， 

長編 Adamsedeと TheMill on the Flossをたて続けに発表している。さらに『ロモラJ構

想中に割り込んできた SilasMarnerが5ヶ月半という猛スピードの完成であったことを考え

ると， ~ロモラ』が着想から完成主で 3 年もかかっているのは異例の遅筆であった。「書き始め

たときは若い女性であったが，書き終わった時は老女になっていた/lというエリオットの述
懐が示すように， ~ロモラ 1 vこ注がれた彼女の情熱と努力は筆舌に尽くしがたし、ものがあった。

1861年，再震フィレンツェを訪れ，ノレイスの献身的な協力と，イタりア生活20年で， ~フィレン

ツェ史J執筆中の TomTrollopeの案内によ'り， 15世紀末のフィレンツェ再現に必要な事柄を

議底的に研究した。帰国後も，フィレンツェの壁史と地誌，ロレンツォー・メディチの死やサ
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ヴォナローラの生涯，イタリア文学史をはじめ，原語のボッカチオ，マキャペリー，ペトラノレ

カ，ポリツィアーノ，サケッティ，ギボン，ナノレディをはじめとして， 1861年後半の読書リス

トだけでも膨大な数にのぼる3)。大英博物館やナショナノレ・ギャラリー，ロンドン図書館に入

り浸りとなったのは三うまでもない。こうした精力的な努力にもかかわらず，筆は進まず，何

度となく絶望状態に陥り， I書くの辻島きらめよう/lと思うのだった。おまけに彼女はこの本
が以前の作品より少なレ読者にむいており，他の作品と同じ意味で人気が出ると思っていな

かったし， I作者が期待されているものと別のものを書くとき，どんな批判を受けるか/l忌知
していた。『ロモラJ完成にそれほど執着したのは何故だろう。体験に基づく田屋小説から脱皮

して，薪しい題材に挑戦したL、という押さえがたし、芸能的欲求からであったと彼女は述べてい

る。

If one is to have freedom to write out one's own varing unfolding self， and not be a 

machine always grinding out the same material or spinning the same sort of web， one 

cannot always write for the same public .. .. so 1 am acquitted of all scruple or 

anxiety except the grand anxiety， of doing my work worthily. Alas， 1 want to do 

something very much better than 1 ever can do it -If fasting and scourging oneself 
6) 

would make one a fit organ， there would be more positive comfort. 

彼女の涙ぐましい努かにもかかわらず， [JロモラJは f壮大な墓場/lと称されたり，背景はイ
タワアでも主人公はヴィクトワア朝のイギリス人にすぎないとか，どちらかというとマイナス

の批評が多かった。筆者自身も，以前は Fロモラ』の[知性による信作の罷界」を感じていた

が，改めて15世紀末のフィレンツェ史，特にロレンツォーを頂点とするメデ、ィチ家の正護のも

とに活躍した天才達の遺産を研究して後，再読してみると，ノレネッサンスの絵画，彫刻，建築

が所狭しと散りばめられ，輝iする天才達や当代きつての哲学者，詩人，致治家，宗教家が，語

り動くさまは，最後まで，惹きつけて止まないものがある。おそらく芸術的欲求だけでなくエ

ワオットはフィレンツェの魅)]にとり惑かれたのであろう。作者に敬意を表す意味でもこの小

説を読むには準議がし、る。そうすることによって，確かな時代考証に裏付けられた歴史的背景

の中に，時代精神を象徴する絵画がェリオットの道徳的テーマと共鳴しながら複雑かつ綾密に

織り込まれていることが理解できるといえよう。

エリオットは絵画に興味をもち，文学を視覚芸術として措く手法を早くから取り入れてい

る。たとえば『アターム・ビード』において，レンプラントやカラヴァッジョなどの光と影によ

る内面描写をダイナ・モリスの説教場面に応用したが， [Jロモラ』において，ルネッサンスの絵

画や彫刻は，背景，登場人物，あるいは小説の構成要素として，歴史絵巻を彩り，しばしば人

物の内面を映す鏡となっている。

彼女は，ダ・ヴインチと同時代の奇人画家ピエロ・ディ・コジモ CPierodi Cosimo)の視点

を通して，エゴイス人ティート・メレーマが，捨て子の身から美貌と才能を式器に社会の最
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上層までのし上がり，恨みによって敢えない最期を遂げるまでの過程を，知的で美しい名門の

令嬢，ロモラの運命と絡ませて描いている。コジモは一般向きではないが，伎の「キリストの

受肉」は，夕、、・ヴインチの「受蛤告知j と並んでウフィッツ美術館に展示されており，空想の

童文れを措く神話的な画想にかけては第一人者であった。設女はヴァザーリの TheLives 01 

Painters (1550)からコジモの肖像をとったとハイトは指摘している8L
エリオットは， w ミド、ノレマーチ~ (Middlemarch)で， i外に現れた姿かたちは，内なる精神を

あらわす一種の紋章か時計でいえば文字盤のようなものと考えられるが，なかなかどうして人

間の精神はそんな簡単なものではないJCCh. 1)とのべているように，外貌=実体という単純

な見方には壊疑的であった。エリオットは骨相学に関心をもっていたが，ラスキンの Modern

Painters (1846)の影響で， i善・悪ともに露わすためには，芸術家は経験的な骨相学を精神的

重観力で補わなければならなしゴと考えるようになった9)。コジモはこの視点の実践者として，

道徳的葛藤とその変化を顧す肖畿を描いていく。コジモと共にもう一人，小説の初めからエピ

ローグまで生き延びて，対照的な視点から外観と実体の関係に興味を示す架空の人物，ネッロ

1うミし、る。

レオナノレド・ダ・ヴインチの大天箆カ、、ブリエノレ

第4章， i第一印象jは， 2人の

論争で始まる。フィレンツェに

漂流してきたばかりのギリシャ

人ティートは，ロレンツォー・

イル・マニフィコの計報に揺れ

る理髪屋ネッロの広に案内され

る。当時理髪j吉は髭を剃りにく

る上流繕級や知識階級の集まる

文化サロンのようなもので，

ティートは画家コジモをはじめ

大詩人ポリティアーノやマキャ

ベリ，イノレ・マニフィコの叔父

トノレナボーニなど， フ 4 レン

ツヱの重要人物とここで知り合う。彼の美貌法まずコジモとネッロの興味をひく。コジモは，

ティートを見るや，老プリアモスを欺くシノンのモデルにぴったりだと直観するが，これに対

して， i大天捷ガブリエんのようなj美しい顔は優れた人格の印とみなすネッロは，ティートの

顔に「裏切り者jの影を見ず，若きバッカスか，アポロンか，聖セパスティアンのモデルにこ

そふさわしいとみる コジモに 「君主込、つも夢中になっているあのレオナノレドにも，ユ夕、、の顔

を聖ヨハネと同じように美しく描くべきだったと言いかねないよj と皮肉ると，コジモは

f完全な裏坊り者というのは悪の痕跡を留めない顔でなければならない一一えくぼを浮か

べてほほえみながら唇は嘘をつく一一目は璃騒のように深い輝きをたたえ，いかなる悪行に
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も混らされることはない一一人殺しをても頬はこけたりしないものだj

と反論する。床屋の壁にはコジその絵が掛かっている。 3つの仮面一一幹いしれたサチュロス

と悲しげなマグ、ダ、レーナ，中間に，冷薮なストア主義の仮面一ーがあり，これらは天使のよう

な幼子の膝に置かれている。ティートはこれを見て，幼子は「信停も哲学も必要としない黄金

時代」の象徴か，エピクロスの哲学を表していて爵欲，悲哀，懇難から解放されていることを

示すとみなす。コジその嵩意一一キリスト教の勝利を示す-ーを見逃しているティートの解釈

は彼の快楽主義を示し，早々に異教徒ティートの快楽主義者としてのイメージが刻まれる。

コジモは小説の中で数枚の架空の絵を措いている。ティートの第一印象にショックを受け密

かに撞いたスケッチ，ティートが注文した[バッカスとアリアドネの勝利J，盲目の学者ノりレ

ドーと娘ロモラをモデルにした fオイディプスとアンティゴネJ，そして大聖堂の広場で捕虜

に腕を掴まえられたティートの絵などで為る。

このうちティートの注文絵の寓意がもっとも重要である。この絵を中心に見ていきたい。

フィレンツェの名門ノく/レヂィ家末奮の令嬢ロモラとち婚約がととのい，彼女に贈るために

ティートは tryptch(3幅対)の木製扇子の装飾画を怯顧する。 2人をそヂノレにしてオウイディ

ウスの E転身物語Jから「バッカスとアリアドネの勝手むというモチーフで，ミニアチューノレ

風の装館画にしてほしいと注文する。

The young Bacchus must be seated in a ship， his head bound with clusters of grapes， 

and a spear entwined with vine-leaves in his hand: dark-berried ivy must wind about 

the masts and sails， the oars must be thyrsi， and flowers must wreathe themselves 

about the poop; leopards and tigers must be crouching before him， and dolphins must be 

sporting round. (Ch. 18.) 

「オウイディウスの物語にはないが……，バッカスの壊には，設からの黄金の冠を戴いて，女

神の仲間入りをする金髪のアザアドネを，一・一頭上には蓄額の花を射るキューピッむを配し

てほしいと L、う。『転身物語j]3巻-7の「海豚になったチュレニアの水夫たち 狂言しのノくッカ

スjによると，少年バッカスはナクソス島へ行きたいというが，人殺しなどで流刑の身の水夫

たちは反対の方に槽ぐ。「虎や山猫，それに斑点の怠る怖ろしい豹などのまぼろしの姿jが控え

ている。水夫はあっという間に弓形にまがり海豚に変身するがlm，一人の忠実な水夫により，

無事ナクソス島に着く。「オウイディウスにはないが」とティートが断っているが， 8巻の戸ア

リアドネの冠Jvこは，バッカスが愛の贈物として年えた冠のこと誌記されている。テセウスに

置き去りにされたアリアドネを愛したノくッカスは， it長女の上Jこ不滅の星のかがやきをあたえ

ようとして，かの女の頭から冠をとり，天空に投げあげた。すると，冠は・・・・・・きらめく星と

なった。j ティートは，ポリツィアーノと肩を並べてギリシャ語講座:の教授に抜擢されるほど

であるから知らない筈はないので，思惑があって 3巻に 8巻の部分を移したのであろう。パッ



カスによって海豚に変身させられた1I丈夫のように，ロモラを快楽に身を委ねるニンフに変える

目的と，義父にたいする裏切り行為の秘密を知っていたロモラの兄の十字架を扇子に閉じこめ

るためである。

義父と一諸に乗っていた船が遭難して，ティートは漂着してアリアドネ(ロモラ〉を獲得する

が，義父は奴隷の身となったままである。しかもティートは義父の身代金を横領して絵の代金

にするつもりであったことを全知の作者はこの絵で示す。

ロモラ最長のコジモはこの絵の寓意が気にいらない。ヴヱスブッチ家に依頼された，盲目の

父と孝行張というテーマの「コロノスのオイディプスとアンチゴネ」のそデノレにこそふさわし

いと患っているので，アンティゴネをアワアドネに夢入すつもりである。バッカスのそデノレと

なるべきティートのスケッチはすでに出来ている。ピエロは，レζッカスにするには恐怖の表

情を取り除かねばならない・…一君の顔はもともと明るい顔だから恐怖をよく表わす。初対面の

ときからそのことに気づいていた」と言って絵を差し出すと，ティートは， 1誇らしげに酒盃を

掲げているのに，盃から顔を背け……恐掃の表情を浮かべている告分の絵姿をみてん車の気

を失う c これを見たコジモは， 1もう絵にそっくりの表情になりかけている…ー・この美青年は

幽霊を見ている。いつかこれを仕上げ、るが，その時，どんな幽霊が一番怖ろしいかはっきりす

るだろうJと笑い声をあげる。以後，彼は f恐怖jの中身を追い続けることになり，キャンパ

スに描かれた「恐姉」を見て，ロモラは夫の心の暗い誕、密を知ってし、く。恐怖は復習の女神ネ

メシスへの畏れであり，悪行につきまとう恐怖の念は f欲望を制する道徳律の発見への第一歩

であり……恐れが魂の後見役となるJ(ch. 11) 一一エリオットはこのようにコメントしてい

る。この絵を完成するのは，結婚18ヶ月後，フランス王シャルノレ 8世を迎える大聖堂前の広場

で，政舟の重責を担って麹爽と登場するティートが読を捕虜(義父)に揖まれた時で，コジモ

はティートの顔に「幽霊の正体j を観たので、ある。

婚約式当日，ティートは fパッカスとアワアドネの勝利Jをロモラ?こ贈り， 12人の結婚生活

の美しL、象徴Jであると説明する。

. .， the ship on the calm sea， and the ivy that never withers， and those Loves that 

have left off wounding us and shower soft petals that are like our kisses; and the 

leopards and tigers， they are the troubles of your life that are all quelled now; and the 

strange sea monsters， with their merry eyes -let us see -they are the d ull passages in 

the heavy books， which have begun to be amusing since we have sat by each other." 

(Ch. 20.) 

12人のキスのように柔らかし、花びらを蜂らせるキューピッドj や f今は征販されたロモラの

人生の苦しみ」を示す「青春の歓びの絵jの，「ミニアチュールのパッカスJをみて，

“Ah ~ it is you -it is perfect ! . .. And 1 am Ariadne， and you are crowning me! Yes， 

it is true， Tito; you have crowned my poor life. 
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と惑激する。

婚約式は謝肉祭の最後の週に当たり，広場ではロレンツォ・イル・マニフィコの能案による，

歌いながら歩く仮面行列が行われている。 13章でティートがりュートを奏でながら歌う「謝肉

祭のための酒神ノミッカスとその妻なるアリアドネ〈ロレンツォ作詩)Jが伏線となっているこ

とは三うまでもない。

「青春はうるわし，されど疾く過ぎゆく，楽しむ者は楽しむべし，明日の日は定めなければJ

わが国でも[ゴンドラの唄j として愛唱されてきた歌で、ある。タ宮迫る領，式を終えてサンタ

・クローチヱ聖堂から出てきたロモラ一行の前に，不吉な仮面行列が通りかかる。大鎌と砂時

三十をもった「翼ある時 CWingedTime) Jが，後ろに，同じく翼ある子どもの f時刻 CHours)J

を従えている。暗閣の中，まるで鎖霊か「経雑子を着た死者の群」のように見え，ロモラは，

結婚は「散の誘惑」であると死の床で警告した兄の幻かと忠い，凍りつくような恐怖に捉われ

る。小説には書かれてし、ないが，サンタクローチヱ聖堂にはロモラの先拒，パルデ、ィ家の礼拝

堂があり，ジヨットの有名な壁画，深い悲しみに包まれた「聖フランチェスコのタEJが見おろ

している。エリオットはロモラの兄の死の場面をこの絵からヒントを得たのであろう。 I翼あ

る時jの寓意は，愛の移ろいやすきを示すとともに，究極的には，ロレンツォーのそットー，

「時はめぐり来るj というプラトン主義の輪廻思想を表す。

やがて， 36章で「アリアドネは退位jする。ティートが，父の蔑書や家具を無断で売り払っ

たのを知って，ロモラは 3幅対の装飾函の真意に気づき， I 2人の美しい結婚の象徴」は“pit

iable mockery"であったと知るので為る。 J勝ち誇ったノくッカスは・・・・・・王冠を戴いたアリア

ドネをとらえJI揚気な目の海露jは怖ろしい限付になり， Iロモラは見慣れた絵姿を今史なが

ら，苦々しい，嫌悪惑で眺めていた。Jrなんと愚かなアリアドネ!・・・・・・アリアドネはすっか

り変身したわ。J

3幅対の装飾画についてはフラ・アンジェリコの「聖母戴冠JCウフィッツ美術箆)の構罷を

f昔りているという意見もある。たしかに舟型の雲の i二で、聖母は王冠を戴いているが，そこには

キュウーピッドもいなければ蓄薮の花縄もない。筆者はむしろ，ロモラの肖畿およびこの絵は

ポッティチェワの「ヴィイナス誕生Jと「春j から着想を得ているのではないかと忠う。

ティートはただ「金髪のアリアドネj と注文するだけで，服装やアクセサリーなどについては

全く触れず，絵姿のロモラの装いについては想像の域を越えないが，文脈上-，婚約式の靖れ左

をアリアドネに移して見るのが吉然であろう。

Romola entered， all white and gold， more than ever like a tall lily. Her white silk 

garment was bound by a golden girdle， which fell with large tassels; and above that was 

the rippling gold of her hair， surmounted by the white mist of her long veiL which was 

fastened on her brow by a band of pearls， the gift of Bernardo del Nero， and was now 
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parted off her face so that it all floated backward. (Ch. 20.) 

f全身自と金J，I背の高い百合J，I白いシノレクのドレスに先のほうが大きな房となって垂れて

いる金邑の腰紐J，I自い霧のような長いヴェーノレが包みきれない詰ど豊かな波うつ金髪J，I額

のとろこでヴヱールをとめている真珠の環J，I後ろになびくヴェーノレJ一一何度も繰り返され

たロモラの美しさがここでクライマックスを迎える。 f波うつ金髪」は彼女の美しさの中でも

最も著しい特徴である。

The only spot of bright colour in the room was made by the hair of a tall maiden of 

seventeen or eighteen .... The hair was of a reddish gold colour， enriched by an 

unbroken small ripple， such as may be seen in the sunset clouds on grandest autumnal 

evenings. It was confined by a black fillet above her small ears， from which it rippled 

forward again， and made a natural veil for her neck. (Ch. 5.) 

ロモラの髪は f赤みを帯びた金髪で，秋のタ境けの雲のようにどこまでも波打っている。リボ

ンで押さえていたが，髪はそこからまた溢れだし…・・首筋を自然のヴェールとなって覆ってい

た。Jまさに「ヴィーナス誕生」のヴィーナスである。[髪のもは天上の星に変るのが当黙と思

われるほどj美しく， Iある種の高景な物腰と慎み，女王の香気」を漂わせた「威厳のある女

性」で， i全身は百合の純白と黄金Jfこ包まれ，さながら「大輪の百合jである。 f白と金」の

衣装と註れるばかりの金髪の巻毛は 「ヴィーナス誕生」と 「春J，そして「ヴィーナスとマノレ

「ヴィーナスの誕生J(部分)
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ス」に共通の特徴である。

女神たちはいずれも長く

てゆるやかに流れるよう

な髪の毛を編んでいる

が，これは中世およびル

ネッサンス期の未婚の女

性の印であった100 ロモラ

の「ヴェーノレを留めてい

る真珠の環jは「春」の 3

美神の真珠と同じく純潔

の象徴である。 f純潔の白

に身を包み，背が高く豊

かな金髪を編んで痩せす

ぎず，格好のよい頭，長く

擾雅な手，優雅だが紬す

ぎない首j は15世紀フィ



「プリマベーラ(春入

レンツェでは理想の美とみなされ，ロレンツォの母

は嫁選びの基準にしたという 12)。このことで，ボッ

ティチェリは女神の姿をかりて各人の理想の姿を描

いたということができる。ロモラにはポッティチェ

リのヴィナスと多くの類似点がある。ルネッサンス

の画家の中でボッティテェワほど豊かな金髪を措い

ている画家は抱にいない。金髪とともにロモラのも

う一つの美の特徴一一[最も深い惑需の泉を目にた

たえたはしばみ色の目jは，メランコリックで甘美

なはしばみ色の目のヴィーナスを連想させる。「オ

ウイディウス」にはないが，ティートが特注した

キューピッドは， I春」のヴィーナスの頭上に，醤穣

の花綱は「春」にも「ヴィーナスJvこも措かれてい

える。新プラトン主義のリーダー，フィチーノによれ

ゼ、フロスとクロリス

ヴィーナスの誕生(部分)
ばヴィーナスはフマニタス，蓄積はヴィーナスの

花，特に歓喜の愛の花である。それはまた， j花々の

なかに横たわりん「歓びの盃を心ゆくまで飲み干したしリと夢見るロモラの世界でもある。ま

た， Iヴィーナス誕生j と f春 4 に措かれた，蓄譲をまき散らしているクロリス(ギワシャ名，

ローマ名は花の女神フローラ〉は， Iオウイディウス」によると，ゼフロスによって結婚後， !;_. 
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神に叙せられたが13)，Iバッカスとアリアドネの勝利jに託したティートの寓意と同じであ

る。

サヴォナローラに惑fとされたロモラの，義務と責任への希求は，ペストに苦しむユダヤ人の

救済に帰着するが，後女はその時，金髪の聖母マリア一一官能と憂愁を秘めた fマニフィカト

の聖母jとなり， I柘檎の聖母jーーとなる。後者には純潔を表す白吉合とキリストの受難の血

を表す赤い蓄譲の詑鱗があり，豊かな金髪の巻き毛の聖母はヴィーナスと酷似しており，ボッ

ティチェリの中で異教とキリスト教の統合が行なわれていることを示す。彼は新プラトン主義

の影響で古典的な異教の世界に撞れたが，根底には中世キリスト教的精神が宿り，まさにル

ネッサンスの精神そのものであった。ロモラは， Iその時代には数少ない公然たる異教の信奉

者jである父から異教徒的教育を受け， I教会が理牲と教養をもった人間の信念や行動を支配

する権利があるJとは夢にも患っていなかったが，サヴォナローラに感化されてキリスト教信

者となる。その後，狂信的なサボナローラに一時失望するが，彼の感化は彼女の中で，異教・

キリスト教を越えた人間愛の具現となって実を結ぶ。

f春jや fヴィーナスの誕生J~こは，出典もオウイディウスからブイチイーノや，ポワティ

アーノまで諸説あるが14)，1950年代以後は，新プラトン主義的思想が絵の背後にあるとする見

方がほぼ定説となっているようである。エリオットが新説を知ることは時間的に不可能であっ

たとしても，新フ。ラトン主義はロレンツォーの時勢に京点を迎え，ブィチーノを中心にポリツ

アーノやピコ・ミランドが唱導者であり，ボッティチェリはノ£トロンのメディチ家を通じて新

プラトン主義の影響を受けていたことは当然推挺していたで、あろう。彼らは『ロモラ』の霊場

人物でも島りエリオットは詳細に新究していたし，オイディウスの E転身物語iは教養として

熟知していたから， Iヴィーナスとマノレス」も含めて 3枚の絵の神話的寓意をエリオットの期

摂は見抜いていたと推測することは可能である。

f春j と，おそらくその対幅の「ヴィーナス誕生」はロレンツォーの又従兄弟，ロレンツィー

ノの結婚祝に注文されたものとみなされているが，新プラトン主義ではヴィーナスは， Iフマ

ニタス二人間性J- I慈悲，気品，寛大，告由，謙遜，誠実など，あらゆる人間の徳牲の総

和j を担っており，ブィティーノは，弟子ロレンツィーノに宛てた手紙で「ヴィーナス=

ブマニタスを生涯の花嫁として生きるように忠告したJ15)。ヴィーナスは愛・徳・美の象徴，ま

さにエリオットが理想、の女性議ロモラに賦与した特性で、もある。

fヴィーナスとマノレス」はヴェスヴッチ家の注文で，嫁入り道具の長持ちの装飾画として描か

れたと推灘されるが1Gp 馬上槍試合の優勝者，ロレンツォーの弟ジュリアーノと f美しきシモ

ネヅターとの恋を語ったポリツィアー/の Fラ・ジョストゥラJlq.こ由来する。「白絹と金の衣

装jのヴィーナスはジュリアーノの愛人で，ヴェスブッチの妻，シモネッタがモデんといわれ

ている。そうだとすると，瓜二つの f春jや fヴィーナス誕生jのヴィーナスにもシモネッタ

の面影をうかがうことができる。シモネッタは翌年23設で亡くなり， 2年後にはジュリアーノ

も殺害されたことを想うと， I青春は美し，されど疾く去りゆく……」というロレンツォの詩は

示、ッティチェりの絵の背景にこそふさわしいと言えよう。「ヴィーナスとマノレスJ，Iヴィーナ
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「美しきシモネッタの肖像j

fヴィーナスとマ/しスー(部分〉

ス誕生J，そして「春」辻，いずれも結婚を祝う贈り

物として異教神話から取材して愛の寓怠を描いてい

る。この点でも「バッカスとアリアドネの勝利Jに

托したティートの目的と寓意に一致する。ピエロ・

コジその長持ちの装飾画 fプロクリスの死j が

fヴィーナスとマ/レスーと共に，エリオットが通い

つめたロンドンのナショナル・ギャラリーにあるこ

の種の代表作であることも単なる構然とは思われな

し、つ

以上，さまざまな観点から克てきたが，エリオッ

トはポッティチヱザのヴィーナスを，ロモラの肖像

と3幅対の扇子の装飾両に移入したのではないだろ

うか。

不思議なことに『ロモラ」にはボッティチェリの

ことは一切言及されない。ダヴインチ，ラファエ

ロ，ミケランジェロ，ギルランダイオ，マザ、ツ

チョ，フラ・アンジェリコ， ドナテッロ，ジョッ

ト，ブレネレスキー，ギベルティ，ポリツィアーノ，ブ弓チィーノ，ピコ・ヂィ・ミランド，

ロレンツォ・メテ、ィチ，ピエロ・メディチ，ジョヴァンニ・メディチ，サヴォナローラ，マ
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キャベザ，それにボッティチェリの弟子フィワッピーノなど，同時代の実在人物が勢揃いして

いる。ティートの層、し妻テッサは，ボッティチェリの師フィリッポ・リッピ作「聖処女戴冠」

の J頬のふっくらした天使jにたとえられている。ルネッサンスの象徴ともいうべきボッティ

チェリ，その[春jや「ヴィーナスの誕生j のことは，しかしながら，登場人物の口の端にも

上らない。彼はメディチ家の庇護を受け，新プラトン主義の隆盛と共に名声を得て，サヴォナ

ローラの殉教と共に衰運をたどった。小説『ロモラJの序曲から経由に相当する時間的空関を

生粋のフィレンツェ人として生きていたのである o [Jロモラj]qこたびたび登場するオニサン

ティ聖堂の近くに住み，隣人ウ、、ェスブッチ家の注文で，ギノレランダイオの「聖ヒエロニムスJ

の競作として?聖アウグスティヌス」像を描いているが，ヴェスブッチもギノレラン夕、、イオも小

説に出てくる。ティートの裏切りに愛想、をつかして家出するロモラに， i人間は義務を選ぶこ

とはできない，他者との幹を回避することはできなしづと説き，彼女の精神に決定的な影響を

及ぼすサヴォナローラとの関係が最も深かったのは，地ならぬボッティチヱリであったc 幸い

郊外の別荘にあり「壷栄の焼却Jの難を免れたが，異教の裸の女神を堂々と描いた f春j と

[ヴィーナスの誕生」は真っ先に火あぶりになるべきものであった。ヴァザーリによると，設

は泣き虫派〈サヴァナローラの熱心な信奉者はそう呼ばれていた〉で，サヴォナローラの影響

で画風は急変し，晩年は絵筆さえ絶っている。サヴォナローラがキリスト教の殉教者であるな

らば，ボッティチェリは美の殉教者と言えよう。そして，死後，数世紀間忘れられていたボッ

ティチェリの再評価をしたのは19世紀後半，ラスキン，ラアファエロ前派，ペイターなど，イ

ギリスの芸能家・評論家であり，エリオットは FロモラJ執筆中，同時代人として彼らから少

なからず影響を受けていたので、ある。このようなボッティチェりをこの小説から完全に抹殺し

たのはそれだけの理出があるはずである。

フィティーノをリーダーとする新プラトン主義はキザスト教神学と古代ギワシャ哲学を結び

つけようとする考えで，中世においては神は最後の審判を下す絶対的な存在であったが，新プ

ラトン主義によると宇宙は動物，人間，天夜と神からなり，地上の存在は愛によって神との交

流が可能となる。肉体と精神，神と人聞を統合したものが美であるとみる。エワオットは熱心

な福音主義者であったが，フォイエルバッハの fキリスト教の本費jを翻訳したり，ヒュウマ

ニストたちとの交流により，キリスト教信仰を捨てるが，信仰そのものは捨てきれず，エゴイ

ズムを説した人間愛への肴求という形で生き続ける。 後女の思想、の中枢をなす「神的な本震は

人間的本繋以外の何ものでもなしづというフォイエルバッハの考えは， i地との存在は愛に

よって神に近づく j ヴィーナスニフマニタス〈人間性〉一ーというんネッサンスの謀本思

想と共感する。この小説の中で描かれる古代ローマ・ギリシャの異教文化とキリスト教文fヒの

統合は，ゴッツオリ一作 i3賢王の旅J~.こ誇らしげに措かれているように，メディチ家の元祖

ジョパンニ・メディチが，ギリシャ正教の大司教と神聖ローマ皇帝をフィレンツェに招いて両

文化の統合を試みるという偉業をなしとげたことに蛤まるルネッサンスの壮大なテーマであ

り，ポッティチェワの絵の背景にある哲学的思想でもある。エワオットは，ピエロ・コジモの

ように余り知られていないからこそ自分のモラル表現に好都合の画家を重要な登場人物として
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選び，ノレネッサンスの象徴として余りにも有名なボッティチヱリを小説の表面から排除して，

L、わば， 3副対の厨子の中に閉じこめたので拭ないだろうか。

注

1) Gordon S. Haight， George Eliot: A Biography (Oxford， 1968)， p. 326 

2) 1. W. Cross， George Eliot' s Li]e (Boston， 19鉛)， II. 277 

3) lbid.， n. 254. 

4) Gordon S. Haight， o.ρ cit.， p. 351. 

5) The George Eliot Letters. ed.， Gordon S. Haight， lll， 339 

6) lbid.，れf，49. 

7) David Carrol ed.， George Eliot: The Critical Heritage (Rout!edge & Kegan Paul， 1971)， p. 18. 

8) Gordon S. Haight， George Eliot: A Biography P. 350. 

g) Hugh Witemeyer， George Eliot and the ¥lisual Arts (~ew Haven and London)， p. 55 

10)オウイヂィウス「転身物語 (Ovidius，Metamorthoses)出中秀央，古iJ出敬作訳，く人文書院，

1778)， p. 113. 

11)豆onaldLightbown， Botticelli: Li]e and rVork (New York: Abbeville Press， 1989)， p. 130. 

12) lbid叶 p.128. 

13) [J転身物語Jp. 140. 

14) Lボッティチェノしり j 吉川逸治/産寿意善部監修 集英社世界美荷全葉 4， (集英社， 1978)， 

P.82. 

15) [iフィレンツェ・ノレネッサンス 4J佐々木秀也監務〈日本放送出張協会， 1991)， p. 38 

16)三輪福松?イタリア一美術・人・員士j(朝日新開社， 1992)， p. 197. 

テキストは GeorgeEliot， Romola (The iVritings 0] George Eliot， New York: AMS Press. 1970). 

-146-


